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§１．研究成果の概要 

 

現在、液-液相分離（LLPS）研究の多くは、光学顕微鏡を用いて行われており、PEG8000やヘキ

サンジオールなどの薬剤を使った化学応答に関して広く研究がなされている。一方で、私が用い

ている高速 AFM の一つの利点として観察用の探針を使って、観察対象物に機械的刺激を与えら

れるというものがあるため、これまで得られなかった知見が得られる可能性がある。そのため、独自

に開発を行っている制御プログラムに探針刺激モードの導入を行った。測定対象として、共同研究

先の遺伝学研究所の村山グループから提供いただいた分裂酵母および出芽酵母から精製したコ

ヒーシンおよび SMC5/6を用いた実験を行った。コヒーシンは手錠のような輪っか構造をもち、複数

のDNAをクリップのように繋ぎ止める働きをもつ。まず、分子単体での観察を行ったところ、コヒーシ

ンがオリゴ DNA にトポロジカル結合する明瞭な分子像の観察に成功した。更に、先行研究例に従

って、コヒーシンが LLPS を起こす条件下でイメージングを行うと、DNA 近くに分子が集まった構造

が観察された。更に、セットポイントを下げることで自発的に分子同士が会合し合い、LLPS を起こ

すダイナミクスの可視化にも成功した。これは世界初の LLPS 形成過程の分子レベルでの可視化

の観察結果である。そして、導入した探針刺激モードで分子をマニピュレーションし、分子同士が

会合していく様子の可視化や、一度会合した LLPS の塊を、探針を使って引き延ばしてやり、分解

していく様子の可視化にも成功した。 

 

 

 

 

 


